





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































利 潤 地 代
土地種類
クォ-1シリング クォー| シリ クォー 1シリ
ター ター ング ター ング
A 1 60 1 10 
6 
1-1 B 2 120 50 
6 
70 1 60 
C 3 180 50 2 ~ 130 2 120 
6 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































360 600 10 
川
農
業
が
ヱ
業
と
同
様
に
資
本
主
義
的
生
産
様
式
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
Q
す
な
わ
ち
、
「
資
本
の
自
由
な
競
争
、
あ
る
生
産
部
面
か
ら
別
の
部
商
へ
の
資
本
の
移
転
の
可
能
性
、
平
均
利
潤
の
均
等
な
高
さ
な
ど
が
完
全
に
成
熟
し
て
存
在
」
〈
V
L
E
六
二
七
)
し
て
お
り
、
農
業
は
資
本
に
と
っ
て
は
単
に
資
本
投
下
の
一
部
面
に
す
ぎ
ず
、
「
借
地
農
業
者
が
小
麦
な
ど
を
生
産
す
る
の
は
製
造
業
者
が
糸
や
機
械
を
生
産
す
る
の
と
同
じ
」
(
同
上
)
だ
と
い
う
こ
と
。
ω土
地
の
有
限
性
、
不
等
性
及
び
土
地
所
有
。
農
業
に
お
い
て
は
土
地
は
「
こ
の
特
定
の
生
産
部
面
そ
の
も
の
の
要
素
」
〈
m
E
二
四
四
)
で
あ
る
。
土
地
は
農
業
で
は
「
そ
れ
が
な
く
て
は
生
産
過
程
が
行
な
わ
れ
ず
、
こ
の
部
面
の
荷
品
が
生
産
さ
れ
え
な
い
特
定
の
自
然
的
生
産
条
件
」
(
百
E
=
玉
)
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
生
産
条
件
は
有
限
で
あ
り
、
か
っ
質
的
に
(
豊
度
及
び
位
置
に
お
い
て
)
不
等
で
あ
る
@
そ
し
て
有
限
性
ゆ
え
に
土
地
の
独
占
|
i経
営
対
象
と
し
て
も
所
有
の
対
象
と
し
て
も
ー
ー
を
生
ず
る
@
所
有
権
の
対
象
た
る
土
地
は
「
対
象
化
さ
れ
た
労
働
の
所
有
者
ま
た
は
占
有
者
で
あ
る
資
本
家
以
外
の
人
々
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
」
(
同
上
Y
こ
の
土
地
所
有
は
伝
来
の
所
有
(
占
有
〉
形
態
が
資
本
や
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
影
響
に
よ
っ
て
転
化
さ
せ
ら
れ
た
形
態
(
K
、
直
六
二
七
〉
す
な
わ
ち
近
代
的
(
大
)
土
地
所
有
で
あ
る
@
土
地
所
有
者
階
級
の
存
在
に
よ
り
、
資
本
主
義
的
農
業
に
お
い
て
は
階
級
の
三
分
制
が
成
立
す
る
。ω向
等
面
積
の
相
異
な
る
諸
土
地
へ
の
同
等
分
量
の
資
本
と
労
働
の
投
下
@
通
例
、
異
な
る
面
積
の
諸
土
地
に
相
異
な
る
量
の
資
本
と
労
働
が
投
「
超
過
利
潤
」
と
「
地
代
」
下
さ
れ
て
い
る
'
と
し
て
も
、
そ
の
場
合
に
は
同
一
の
面
積
、
同
一
一
量
の
資
本
と
労
働
に
還
元
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
故
に
、
こ
の
前
提
は
か
か
る
労
を
省
く
だ
け
で
は
な
く
、
「
問
題
が
地
代
で
あ
っ
て
超
過
利
潟
一
般
で
は
な
い
か
ぎ
り
」
ハ
K
E
六
六
二
)
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
川
工
業
と
同
様
、
こ
こ
で
も
商
品
(
農
産
物
)
の
需
給
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
@
「
正
常
な
関
係
」
の
下
で
問
題
を
純
粋
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
の
だ
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
@
こ
こ
で
は
「
総
生
産
物
の
増
大
に
総
需
要
が
歩
調
を
合
わ
せ
て
行
く
」
ハ
K
E
六
七
O
)
の
で
あ
る
。
こ
の
前
提
は
「
新
た
な
土
地
に
よ
っ
て
も
た
、
り
さ
れ
る
供
給
は
、
追
加
需
要
に
等
し
い
だ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
需
要
供
給
関
係
に
は
な
ん
の
変
動
も
ひ
き
起
さ
ず
、
し
た
が
っ
て
ま
た
供
給
が
よ
り
安
い
費
用
で
補
充
さ
れ
え
な
い
で
、
よ
り
大
き
な
費
用
で
し
か
補
充
さ
れ
え
な
い
場
合
に
だ
け
、
市
場
価
値
そ
の
も
の
の
変
動
を
ひ
き
起
す
、
と
い
う
こ
と
」
(
叩
E
二
七
二
)
を
含
ん
で
い
る
@
ま
ず
前
述
の
川
を
検
討
し
よ
う
。
等
量
の
資
本
及
び
労
働
と
は
何
か
。
-
般
に
、
同
種
商
品
を
生
産
す
る
諸
資
本
が
充
用
す
る
生
産
諸
条
件
に
は
多
少
と
も
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
諸
資
本
の
生
産
力
の
相
遠
は
資
本
の
有
機
的
構
成
(
以
下
、
単
に
資
本
構
成
と
い
う
)
の
相
違
と
し
て
表
現
さ
れ
る
@
資
本
構
成
は
百
分
比
で
示
き
れ
る
の
で
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
充
用
資
本
の
量
の
差
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
等
量
の
資
本
と
労
働
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
@
ま
た
、
資
本
構
成
の
高
度
化
は
資
本
規
模
1
量
の
増
大
を
伴
う
も
の
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
部
門
内
の
諸
資
本
の
有
機
的
構
成
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
二
八
五
立
教
経
済
学
研
究
三
七
巻
一
号
(
一
九
八
三
年
)
は
資
本
の
生
産
力
の
差
と
と
も
に
資
本
量
に
お
け
る
相
違
を
も
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
資
本
の
規
模
・
量
一
に
つ
き
、
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
本
来
の
製
造
工
業
で
は
や
が
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
部
門
に
つ
い
て
、
事
業
規
模
の
最
小
間
限
度
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
に
対
応
し
て
資
本
の
最
小
限
度
が
形
成
さ
れ
る
、
そ
れ
に
達
し
な
け
れ
ば
個
々
の
事
業
を
成
功
的
に
経
営
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
@
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
部
門
で
こ
の
最
小
限
度
を
越
え
る
資
本
の
標
準
的
平
均
的
な
大
き
さ
が
形
成
さ
れ
て
、
生
産
者
の
大
多
数
が
こ
れ
だ
け
の
大
き
さ
の
資
本
を
自
由
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
実
際
に
処
分
し
て
も
い
る
@
こ
の
大
き
さ
を
越
え
る
も
の
は
特
別
利
潤
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
@
こ
れ
に
満
た
な
い
も
の
は
平
均
利
潤
も
受
け
取
ら
な
い
。
」
(
K
E
六
八
九
)
資
本
規
模
の
最
小
限
度
は
直
接
に
は
あ
る
使
用
価
値
を
生
産
す
る
た
め
に
ど
ん
な
生
産
方
法
を
採
用
す
る
か
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
生
産
方
法
を
用
い
て
生
産
さ
れ
た
商
品
の
販
売
に
よ
っ
て
平
均
利
潤
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
別
の
こ
と
で
あ
り
、
平
均
利
潤
を
獲
得
し
う
る
た
め
に
は
標
準
的
な
生
産
方
法
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
資
本
の
標
準
的
な
大
き
さ
」
と
は
現
存
の
標
準
的
平
均
的
生
産
諸
条
件
を
自
由
に
し
う
る
資
本
の
大
き
さ
で
あ
ろ
う
@
そ
の
よ
う
な
生
産
諸
条
件
は
競
争
を
媒
介
と
し
て
、
す
な
わ
ち
市
場
に
お
け
る
競
争
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
る
市
場
価
値
を
基
準
と
し
て
、
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
標
準
資
本
量
も
ま
た
競
争
の
産
物
な
の
で
あ
る
@
所
与
の
時
点
で
は
、
こ
の
標
準
資
本
(
あ
る
い
は
現
実
に
は
近
似
的
に
標
準
的
な
資
本
)
と
同
時
に
そ
れ
以
下
及
び
以
上
の
資
本
が
並
存
し
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
各
生
産
二
八
六
者
に
お
け
る
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
)
の
相
違
は
こ
れ
ら
の
資
本
量
の
相
違
あ
る
い
は
同
じ
こ
と
だ
が
こ
れ
ら
の
資
本
量
が
自
由
に
す
る
生
産
諸
条
件
の
相
違
に
よ
る
の
で
あ
る
@
前
提
さ
れ
て
い
る
「
等
量
の
資
本
」
と
は
こ
の
よ
う
な
標
準
的
資
本
量
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
つ
ね
に
与
え
ら
れ
た
生
産
条
件
の
も
と
で
標
準
的
と
み
な
さ
れ
る
一
定
の
資
本
が
充
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
@
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
工
業
で
も
商
品
を
そ
の
生
産
価
格
で
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
部
門
に
と
っ
て
一
定
の
最
小
限
度
の
資
本
が
必
要
な
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
」
(
に
E
七
一
八
)
つ
ま
り
、
差
額
地
代
論
で
は
諸
資
本
の
、
資
本
自
身
に
属
す
る
生
産
諸
条
件
、
し
た
が
っ
て
資
本
に
起
因
す
る
生
産
力
に
関
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
す
で
に
競
争
に
よ
り
平
均
化
、
標
準
化
さ
れ
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
@
こ
の
よ
う
な
想
定
自
体
は
非
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
だ
が
「
問
題
は
地
代
で
あ
っ
て
超
過
利
潤
一
般
で
は
な
い
」
の
だ
か
ら
、
問
題
を
純
粋
に
考
察
す
る
た
め
に
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
論
理
的
手
続
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
差
額
地
代
論
の
次
元
で
は
「
諸
個
別
企
業
に
お
け
る
農
産
物
の
個
別
的
価
値
に
高
低
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
諸
個
別
的
価
値
は
す
べ
て
い
ず
れ
も
、
資
本
の
側
の
生
産
条
件
に
関
す
る
限
り
市
場
価
値
を
映
し
出
し
う
る
有
資
格
者
と
い
っ
て
よ
い
」
(
井
上
晴
丸
「
い
わ
ゆ
る
『
平
均
化
原
理
』
と
『
限
界
原
理
』
」
『
立
命
館
経
済
学
』
第
一
一
巻
五
・
六
合
併
号
、
一
九
六
三
年
、
『
著
作
選
集
』
雄
揮
社
、
第
三
巻
一
九
七
二
年
、
二
七
四
ペ
ー
ジ
)
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
い
ず
れ
も
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
規
定
の
諸
要
件
1
l平
均
労
働
(
力
)
と
社
会
的
標
準
的
生
産
諸
条
件
の
充
用
l
i
を
充
た
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
@
現
実
に
は
農
業
に
お
け
る
諸
個
別
企
業
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
の
差
異
は
資
本
起
図
的
な
も
の
と
自
然
l
土
地
起
図
的
な
も
の
と
の
複
合
で
あ
ろ
う
@
だ
が
差
額
地
代
の
考
察
は
「
諸
個
別
価
値
の
差
異
が
、
資
本
起
因
的
な
差
異
に
属
さ
な
い
場
合
:
:
:
、
す
な
わ
ち
も
っ
ぱ
ら
土
地
の
良
否
に
属
ず
る
場
合
の
想
定
:
:
:
を
土
俵
と
し
て
展
開
を
は
じ
め
る
」
(
同
上
〉
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
諸
個
別
企
業
に
お
け
る
個
別
的
価
値
の
差
異
は
経
営
対
象
た
る
土
地
の
良
否
に
の
み
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
@
以
よ
の
こ
と
か
ら
、
相
異
な
る
諸
土
地
に
投
下
さ
れ
た
標
準
資
本
の
生
産
物
は
相
異
な
る
個
別
的
価
値
を
も
つ
が
、
ど
れ
を
と
っ
て
み
て
も
市
場
価
値
た
り
う
る
要
件
を
充
た
し
て
い
る
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
@
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
何
故
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
値
と
な
る
か
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
次
に
土
地
的
条
件
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
@
土
地
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
部
面
で
は
生
産
に
不
可
欠
の
要
素
で
あ
り
、
し
か
も
資
本
及
び
労
働
に
よ
っ
て
任
意
に
生
産
さ
れ
え
ず
、
質
的
に
不
等
で
有
限
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
独
占
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
土
地
の
不
等
性
は
標
準
的
生
産
諸
条
件
を
も
っ
て
不
等
な
る
諸
土
地
を
経
営
す
る
各
個
の
資
本
の
不
等
な
生
産
力
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
各
経
営
に
生
産
物
量
の
差
を
生
ず
る
の
で
あ
る
@
そ
し
て
前
提
で
は
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
)
が
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
を
規
定
す
る
が
ゆ
え
に
、
諸
優
等
地
の
経
営
に
生
産
物
量
の
差
に
応
じ
て
超
過
利
潤
を
生
ず
る
の
で
あ
る
@
こ
の
よ
う
に
土
地
自
然
力
「
超
過
利
潤
」
と
「
地
代
」
(
豊
度
)
の
不
等
性
は
そ
れ
を
充
用
す
る
資
本
の
生
産
力
の
不
等
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
商
品
の
価
値
の
大
き
さ
は
そ
の
生
産
(
1再
生
産
)
に
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
労
働
時
間
の
大
小
は
労
働
の
生
産
力
に
依
存
す
る
。
生
産
力
が
増
大
す
れ
ば
そ
れ
は
減
少
し
、
逆
の
場
合
は
逆
で
あ
る
@
し
た
が
っ
て
生
産
に
必
要
な
、
労
働
時
間
(
の
変
動
〉
は
労
働
の
生
産
力
を
構
成
す
る
諸
要
因
(
の
変
動
)
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
@
「
な
か
で
も
特
に
労
働
者
の
技
能
の
平
均
度
、
科
学
と
そ
の
技
術
的
応
用
可
能
性
と
の
発
展
段
階
、
生
産
過
程
の
社
会
的
結
合
、
生
産
手
段
の
規
模
お
よ
び
作
用
能
力
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
ま
た
自
然
事
情
に
よ
っ
て
、
規
定
さ
れ
て
い
る
」
ハ
氏
I
五
四
、
傍
点
引
用
者
)
。
そ
れ
ゆ
え
労
働
の
生
産
力
は
そ
の
規
定
要
因
に
よ
り
「
社
会
的
生
産
力
」
と
「
自
然
的
生
産
力
」
に
大
別
し
う
る
@
前
者
が
資
本
と
労
働
そ
の
も
の
に
起
因
す
る
生
産
力
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
何
ら
の
費
用
も
要
し
な
い
無
償
の
自
然
カ
に
起
因
し
、
資
本
・
労
働
に
よ
っ
て
創
造
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
@
と
は
い
え
、
両
者
が
と
も
に
労
働
の
生
産
力
を
規
定
し
、
し
た
が
っ
て
必
要
労
働
時
間
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
@
し
か
し
ま
た
、
「
自
然
的
生
産
力
」
に
は
区
別
さ
る
べ
き
二
種
類
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
自
由
・
平
等
に
利
用
さ
れ
う
る
無
限
無
償
の
自
然
力
(
日
光
、
引
力
、
蒸
気
の
弾
力
性
な
ど
)
と
、
有
限
な
・
独
占
さ
れ
う
る
自
然
カ
ハ
土
地
及
び
そ
の
自
然
的
付
属
物
)
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
生
産
諸
条
件
の
う
ち
に
は
、
有
償
で
あ
れ
無
償
で
あ
れ
資
本
が
自
由
に
創
造
し
あ
る
二
八
七
立
教
経
済
学
研
究
三
七
巻
一
号
(
一
九
八
三
年
)
い
は
採
用
し
う
る
条
件
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
の
で
あ
る
@
資
本
が
自
由
に
創
造
・
採
用
し
え
な
い
不
等
な
・
独
占
さ
れ
う
る
自
然
的
生
産
条
件
は
資
本
と
労
働
に
と
っ
て
標
準
化
さ
れ
う
る
生
産
条
件
で
は
な
く
、
い
わ
ば
「
不
平
等
与
件
」
(
花
田
仁
伍
『
小
農
経
済
の
理
論
と
展
開
』
御
茶
の
水
書
房
一
九
七
一
年
、
=
一
七
ペ
ー
ジ
〉
「
外
在
的
条
件
」
(
同
上
、
三
八
ペ
ー
ジ
〉
で
あ
る
@
か
か
る
生
産
条
件
は
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
規
定
要
件
た
る
「
現
存
の
社
会
的
標
準
的
な
生
産
諸
条
件
」
に
は
含
ま
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
標
準
的
生
産
諸
条
件
」
そ
れ
自
体
、
競
争
の
産
物
で
あ
り
、
競
争
に
よ
る
「
均
等
化
は
資
本
対
資
本
に
つ
い
て
の
み
行
わ
れ
る
」
ハ
m
E
八
八
〉
の
だ
か
ら
で
あ
る
@
す
な
わ
ち
、
生
産
諸
条
件
に
関
す
る
競
争
は
資
本
と
労
働
の
産
物
た
る
か
ぎ
り
で
の
生
産
諸
条
件
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
@
「
均
等
化
が
行
な
わ
れ
う
る
の
は
、
た
だ
、
す
べ
て
の
生
産
条
件
が
資
本
自
身
の
創
造
物
で
あ
る
か
、
ま
た
は
資
本
に
と
っ
て
均
等
に
i
|
自
然
力
と
し
て
l
i自
由
に
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
限
り
で
の
こ
と
」
(
叩
E
二
回
二
)
で
あ
る
@
そ
れ
ゆ
え
「
こ
の
よ
う
な
自
然
力
(
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
|
|
引
用
者
)
は
問
題
の
生
産
部
簡
の
一
般
的
な
諸
条
件
に
は
属
し
な
い
し
、
ま
た
、
一
般
的
に
つ
く
り
だ
す
こ
と
の
で
き
る
ぞ
の
生
産
部
面
の
諸
条
件
に
は
属
し
な
い
の
で
あ
る
。
」
ハ
v
L
E
六
五
八
〉
ゆ
え
に
、
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
は
価
値
規
定
の
要
件
た
る
「
社
会
的
標
準
的
生
産
諸
条
件
」
の
う
ち
に
は
含
ま
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
独
占
し
う
る
自
然
力
が
生
産
条
件
と
し
て
加
わ
る
部
門
の
生
産
物
の
社
会
的
価
値
は
、
そ
の
よ
う
な
生
産
条
件
を
除
外
し
た
、
他
の
『
生
産
さ
れ
う
る
も
の
た
る
』
『
一
般
的
条
件
』
の
平
均
的
、
二
八
八
標
準
的
生
産
条
件
(
そ
れ
が
平
均
的
乃
至
標
準
的
生
産
諸
条
件
の
内
容
で
あ
る
)
の
も
と
に
お
い
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
花
田
、
前
掲
書
、
一
ニ
九
ペ
ー
ジ
)
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
有
限
な
・
独
占
さ
れ
う
る
・
不
等
な
土
地
的
条
件
は
価
値
の
量
、
し
た
が
っ
て
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
規
定
要
件
で
は
あ
る
が
標
準
的
な
い
し
平
均
的
生
産
諸
条
件
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
農
産
物
の
市
場
価
値
は
土
地
的
条
件
の
差
異
と
は
関
わ
り
芯
く
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
生
産
力
へ
の
土
地
的
条
件
の
作
用
が
相
対
的
に
ゼ
ロ
で
あ
る
最
劣
等
地
で
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
「
等
量
の
資
本
と
労
働
」
と
い
う
前
提
は
標
準
資
本
|
|
そ
れ
は
ま
た
工
業
の
平
均
資
本
と
同
等
の
資
本
で
あ
る
こ
と
は
マ
ル
ク
ス
の
表
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
ー
ー
の
投
下
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
土
地
的
条
件
の
差
異
は
市
場
価
値
規
定
と
は
関
わ
り
ゃ
)
も
た
な
い
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
ま
た
諸
土
地
の
標
準
資
本
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
は
そ
れ
だ
け
を
と
っ
て
み
れ
ば
市
場
価
値
た
り
う
る
要
件
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
と
で
、
土
地
的
条
件
(
豊
度
)
が
相
対
的
に
ゼ
ロ
で
あ
る
最
劣
等
地
に
投
下
さ
れ
た
標
準
資
本
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
、
た
と
え
ば
、
小
麦
一
ク
オ
ー
ダ
ー
u
六
0
シ
リ
ン
グ
は
、
そ
の
生
産
物
が
「
総
需
要
を
充
た
す
た
め
に
必
婆
」
な
か
ぎ
り
で
は
こ
れ
が
市
場
価
値
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
@
何
故
な
ら
、
資
本
の
目
的
は
利
潤
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
他
の
部
門
に
投
下
さ
れ
れ
ば
平
均
利
潤
を
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
る
標
準
資
本
の
投
下
が
前
提
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
農
産
物
の
市
場
価
値
が
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
以
下
で
、
こ
の
資
本
が
平
均
利
潤
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
こ
の
資
本
は
こ
こ
を
ひ
き
あ
げ
る
@
そ
の
結
果
、
農
産
物
の
需
要
は
充
た
さ
れ
ず
市
場
価
格
は
こ
の
個
別
的
価
値
以
上
に
騰
貴
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
需
給
一
致
の
下
で
、
市
場
価
値
が
優
等
地
の
個
別
的
価
値
を
含
め
て
の
平
均
に
よ
っ
て
で
は
な
く
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
は
、
土
地
的
条
件
に
起
因
す
る
例
外
的
に
高
い
生
産
力
に
よ
っ
て
生
じ
た
よ
り
低
い
個
別
的
価
値
の
生
産
物
は
土
地
経
営
の
独
占
に
よ
っ
て
均
等
化
の
過
程
に
は
い
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
は
、
競
争
に
よ
る
均
等
化
の
過
程
に
は
い
り
う
る
か
ぎ
り
で
は
「
標
準
化
の
究
極
」
(
井
上
晴
丸
「
7
ル
ク
ス
地
代
論
の
理
論
的
基
盤
」
『
日
本
農
業
の
地
代
論
的
研
究
』
養
賢
堂
、
一
九
五
九
年
、
所
収
、
『
著
作
選
集
』
第
三
巻
、
二
五
八
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
「
平
均
原
理
」
が
貴
か
れ
て
お
り
、
標
準
化
・
均
等
化
さ
れ
え
な
い
土
地
的
条
件
に
つ
い
て
み
れ
ば
「
限
界
原
理
」
的
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
(
2
)
 
ち
「
資
本
的
条
件
1
『
平
均
原
理
』
、
土
地
的
条
件
1
『
限
界
原
理
』
」
で
あ
る
@
こ
の
こ
と
は
資
本
に
と
っ
て
の
「
不
平
等
与
件
」
、
「
外
在
的
条
件
」
た
る
自
然
力
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
、
そ
し
て
こ
の
条
件
の
下
で
資
本
の
競
争
が
行
な
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
か
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
マ
ル
ク
ス
が
い
う
よ
う
に
「
こ
れ
こ
そ
は
市
場
価
値
l
l資
本
制
生
産
様
式
の
基
礎
上
で
競
争
を
媒
介
と
し
て
自
ら
を
貫
徹
す
る
市
場
価
値
ー
ー
に
よ
る
規
定
で
あ
」
っ
て
、
「
生
産
物
の
し
た
が
っ
て
ま
た
土
地
生
産
物
の
市
場
価
値
は
、
社
会
的
に
無
意
識
に
無
意
図
に
行
な
わ
れ
る
行
為
だ
と
は
い
え
、
一
つ
の
社
会
的
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
の
行
為
は
必
然
的
に
生
産
物
の
交
換
価
値
に
も
と
づ
く
も
の
で
土
地
や
そ
の
豊
度
の
相
違
「
超
過
利
潤
」
と
「
地
代
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
」
(
K
E
六
七
三
)
の
で
あ
る
@
ハ
2
〉
井
上
周
八
『
地
代
の
理
論
』
理
論
社
、
一
九
六
三
年
、
一
五
ニ
ペ
?
ジ
。
こ
の
よ
う
に
農
産
物
〈
土
地
生
産
物
)
の
市
場
価
値
が
二
重
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
以
下
の
諸
氏
も
認
め
て
い
る
。
日
高
晋
司
地
代
論
研
究
』
時
潮
社
、
一
九
六
二
年
、
二
一
ペ
ー
ジ
、
花
田
仁
伍
前
掲
書
三
九
|
四
二
ペ
ー
ジ
、
田
中
菊
次
「
価
値
と
差
額
地
代
」
『
経
済
学
』
(
東
北
大
)
三
二
号
、
一
九
五
四
年
、
一
ニ
九
ペ
ー
ジ
、
な
ど
参
照
。
だ
が
こ
う
し
た
事
態
を
は
じ
め
て
明
確
に
定
式
化
し
て
示
し
た
の
は
井
上
氏
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
土
地
生
産
物
の
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
は
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
)
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
市
場
価
値
法
則
の
「
偏
侍
(
異
ど
で
は
な
く
、
そ
の
貫
徹
を
こ
そ
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
と
思
(
3
X
4
)
 
わ
れ
る
Q
し
た
が
っ
て
、
農
産
物
価
値
規
定
に
お
け
る
特
殊
性
と
は
、
競
争
に
よ
っ
て
均
等
化
さ
れ
え
な
い
独
自
の
生
産
条
件
1
土
地
を
競
争
の
外
的
与
件
と
し
て
市
場
価
値
の
法
則
が
貫
徹
す
る
こ
と
の
結
果
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
資
本
的
条
件
U
「
平
均
原
理
」
、
土
地
的
条
件
1
「
限
界
原
理
」
と
し
て
二
重
に
規
定
さ
れ
る
た
め
に
、
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
)
の
会
平
均
に
よ
っ
て
で
は
な
く
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
)
|
|
実
は
最
劣
等
地
の
資
本
的
条
件
の
下
で
の
諸
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
)
の
平
均
i
ー
に
よ
っ
て
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
が
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ハ
3
)
結
論
的
に
は
、
同
じ
く
農
産
物
価
格
形
成
に
お
け
る
市
場
価
値
法
則
の
貰
徹
を
主
張
す
る
が
、
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
一
O
章
の
い
わ
ゆ
る
「
不
明
瞭
な
二
八
九
立
教
経
済
学
研
究
三
七
巻
一
号
(
一
九
八
三
年
)
箇
所
」
に
お
け
る
市
場
価
値
規
定
|
!
需
給
の
異
常
な
場
合
に
上
位
又
は
下
位
の
限
界
的
個
別
価
値
に
よ
っ
て
市
場
価
値
が
規
定
さ
れ
る
と
す
る
市
場
価
値
の
「
特
殊
規
定
」
又
は
「
第
二
規
定
」
|
|
に
妥
当
し
、
そ
の
規
定
の
典
例
が
農
産
物
の
価
値
規
定
だ
と
す
る
見
解
が
大
島
雄
一
「
市
場
価
値
論
へ
の
覚
え
書
」
名
古
屋
大
学
『
経
済
科
学
』
第
七
巻
第
一
号
、
一
九
五
九
年
、
同
『
価
格
と
資
本
の
理
論
』
未
来
社
、
一
九
六
五
年
、
高
島
永
幹
「
マ
ル
ク
ス
市
場
価
値
論
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
『
不
明
瞭
の
箇
所
』
に
つ
い
て
」
『
茨
城
大
学
農
学
部
学
術
報
告
』
第
八
号
、
一
九
六
O
年
、
桑
野
仁
「
社
会
的
必
要
傍
働
時
間
の
解
決
」
『
世
界
経
済
評
論
』
一
九
六
O
年
一
月
号
、
東
井
正
美
「
い
わ
ゆ
る
『
不
明
瞭
な
箇
所
』
|
1
マ
ル
ク
ス
の
市
場
価
値
論
に
つ
い
て
|
|
」
関
西
大
学
『
経
済
論
集
』
第
一
七
巻
第
五
号
、
一
九
六
七
年
、
金
子
甫
「
マ
ル
ク
ス
の
市
場
価
値
論
の
構
造
と
そ
の
欠
陥
」
桃
山
学
院
大
学
『
経
済
学
論
集
』
第
二
五
巻
第
三
、
四
合
併
号
、
一
九
六
九
年
、
な
ど
の
諸
氏
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
。
だ
が
、
農
産
物
の
価
値
規
定
に
お
い
て
は
異
常
な
需
給
関
係
で
は
な
く
正
常
な
関
係
|
需
給
一
致
が
前
提
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
で
の
限
界
価
値
|
両
極
の
個
別
的
価
値
は
資
本
に
属
す
る
生
産
諸
条
件
の
優
劣
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
、
農
産
物
で
の
資
本
的
条
件
|
「
平
均
原
理
」
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
現
象
的
類
似
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
理
解
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
井
上
周
八
「
『
差
額
地
代
』
と
『
価
値
』
(
七
)
」
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
三
巻
四
号
、
一
九
七
O
年
、
六
O
I
六
一
ペ
ー
ジ
、
田
中
菊
次
前
掲
論
文
、
九
ペ
ー
ジ
参
照
。
ハ
4
〉
「
価
値
法
則
の
偏
侍
」
を
主
張
さ
れ
る
向
坂
逸
郎
氏
は
、
地
代
論
に
お
い
て
市
場
価
値
が
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
は
、
「
完
全
な
る
自
由
競
争
が
、
土
地
の
制
限
的
性
質
の
た
め
に
一
定
の
制
限
を
う
け
る
」
た
め
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
よ
り
純
粋
な
る
法
則
が
よ
り
複
雑
な
る
条
件
二
九
O
の
下
に
遂
行
さ
れ
て
い
く
姿
」
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
「
純
粋
な
る
条
件
の
下
に
お
こ
な
わ
れ
る
法
則
が
、
よ
り
具
体
的
な
る
条
件
の
下
に
そ
れ
自
身
に
一
定
の
偏
侍
を
あ
た
え
て
ゆ
く
こ
と
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
矛
盾
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
い
っ
さ
い
の
法
則
は
矛
盾
と
し
て
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
は
ず
だ
」
と
い
う
Q
地
代
論
研
究
』
改
造
社
、
一
九
四
八
年
、
引
用
は
社
会
主
義
協
会
出
版
局
版
、
一
九
七
七
年
、
二
0
ペ
ー
ジ
〉
。
国
代
隆
氏
も
同
様
に
、
土
地
生
産
物
に
お
け
る
「
価
値
法
則
の
偏
異
」
に
つ
い
て
述
べ
、
「
そ
れ
は
了
度
、
落
下
の
法
則
が
具
体
的
な
現
象
に
お
い
て
は
、
種
々
な
条
件
に
よ
っ
て
偏
異
を
受
け
て
作
用
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
も
、
そ
の
偏
異
が
落
下
の
法
則
の
矛
盾
を
意
味
(
し
な
い
と
の
と
同
じ
で
あ
る
、
と
す
る
(
「
差
額
地
代
の
本
質
」
『
農
業
経
済
研
究
』
第
二
五
巻
二
・
三
合
併
合
、
一
九
五
四
年
、
二
=
二
ペ
ー
ジ
)
。
一
向
氏
が
「
価
値
法
則
の
偏
侍
(
異
ど
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
の
は
、
土
地
生
産
部
面
で
は
工
業
と
条
件
を
異
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
価
値
法
則
の
貫
徹
の
結
果
に
現
象
上
の
相
違
を
も
た
ら
す
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
法
則
そ
れ
自
体
は
何
ら
か
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
「
価
値
法
則
の
偏
侍
ハ
異
と
な
る
い
い
表
わ
し
は
不
正
確
で
あ
り
、
む
し
ろ
誤
り
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
の
こ
と
が
、
「
価
値
法
則
の
偏
侍
(
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
l
シ
ョ
ン
)
」
を
主
張
さ
れ
る
他
の
諸
氏
に
も
い
え
よ
う
。
口
差
額
地
代
U
農
業
独
自
の
超
過
利
潤
と
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
と
の
関
連
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
農
産
物
の
市
場
価
値
の
成
立
は
「
市
場
価
値
規
定
の
貫
徹
が
な
ん
ら
か
の
障
害
で
さ
ま
た
げ
ら
れ
る
場
面
に
生
ず
る
論
理
で
は
な
く
て
、
逆
に
市
場
価
値
規
定
が
農
業
生
産
の
場
合
に
も
貫
徹
し
た
あ
げ
く
に
、
そ
れ
が
貫
徹
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
生
ず
る
論
理
で
あ
る
」
(
井
上
晴
丸
「
い
わ
ゆ
る
『
平
均
化
原
理
』
と
『
限
界
原
理
』
」
、
前
掲
書
ニ
六
七
ペ
ー
ジ
〉
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
前
提
の
下
で
生
じ
、
差
額
地
代
に
転
化
す
る
超
過
利
潤
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
最
劣
等
地
の
標
準
的
経
営
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
市
場
価
値
が
規
定
さ
れ
る
結
果
、
優
等
地
の
ヨ
リ
低
い
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
と
の
差
額
と
し
て
優
等
地
の
経
営
に
は
超
過
利
潤
が
生
ず
る
。
こ
の
超
過
利
潤
は
前
提
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
事
情
の
下
で
は
地
代
1
差
額
地
代
に
転
化
し
、
土
地
所
有
者
の
収
入
と
な
る
@
こ
の
差
額
地
代
(
超
過
利
潤
〉
は
以
下
の
よ
う
な
五
点
の
特
徴
を
も
っ
(
V
L
E
六
五
九
t
六
六
一
〉
。
川
独
占
し
う
る
自
然
力
を
自
由
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
個
別
資
本
の
個
別
的
生
産
価
格
と
一
般
的
生
産
価
格
と
の
差
額
よ
り
生
ず
る
こ
の
地
代
は
常
に
差
額
地
代
で
あ
り
、
商
品
の
一
般
的
生
産
価
格
に
規
定
的
に
は
い
り
こ
む
の
で
は
な
く
、
一
般
的
生
産
価
格
を
前
提
と
す
る
。
ωこ
の
地
代
は
充
用
資
本
(
ま
た
は
そ
れ
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
労
働
)
の
生
産
力
の
絶
対
的
な
よ
昇
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
く
、
一
生
産
部
門
に
投
下
さ
れ
た
一
定
の
個
別
資
本
の
例
外
的
自
然
的
生
産
条
件
に
基
づ
く
相
対
的
な
生
産
力
の
優
位
に
よ
っ
て
生
ず
る
(
他
の
諸
資
本
は
こ
の
例
外
的
自
然
的
生
産
条
件
の
利
用
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
)
。
川
自
然
力
そ
れ
自
体
は
超
過
利
潤
の
源
泉
で
は
な
く
、
た
ん
に
、
例
外
的
に
高
い
労
働
生
産
力
の
自
然
的
基
礎
で
あ
る
た
め
に
超
過
利
潤
の
自
然
的
基
礎
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
。
「
超
過
利
潤
」
と
「
地
代
」
同
土
地
所
有
は
こ
の
超
過
利
潤
の
創
造
の
原
因
で
は
な
く
、
こ
の
超
過
利
潤
の
地
代
へ
の
転
化
の
原
因
に
す
ぎ
な
い
。
土
地
所
有
は
超
過
利
潤
を
創
造
せ
ず
、
た
だ
資
本
か
ら
横
取
り
す
る
だ
け
で
あ
る
@
川
落
流
〈
本
来
的
農
業
で
は
あ
る
豊
度
の
土
地
)
は
対
象
化
さ
れ
た
な
ん
ら
の
労
働
も
表
示
せ
ず
、
故
に
価
値
を
も
た
な
い
@
そ
れ
ゆ
え
そ
の
価
格
は
資
本
還
元
さ
れ
た
地
代
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
背
後
に
現
実
の
経
済
的
関
係
が
隠
さ
れ
て
い
る
不
合
理
な
表
明
切
で
あ
る
@
こ
れ
ら
の
特
徴
は
マ
ル
ク
ス
に
よ
り
、
本
来
的
農
業
に
お
け
る
差
額
地
代
考
察
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
落
流
の
例
」
に
お
い
て
工
業
に
生
ず
る
差
額
地
代
の
考
察
に
よ
り
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
差
額
地
代
の
一
般
的
概
念
」
の
規
定
的
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
来
的
農
業
の
差
額
ハ
5
)
地
代
に
も
全
く
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
@
差
額
地
代
と
は
、
要
す
る
に
、
農
業
に
お
い
て
土
地
的
条
件
(
豊
度
)
に
起
因
す
る
例
外
的
に
高
い
生
産
力
を
有
す
る
個
別
資
本
(
U優
等
地
の
標
準
資
本
)
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
〉
と
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
と
の
差
額
と
し
て
生
ず
る
超
過
利
潤
で
あ
り
、
土
地
所
有
に
よ
る
そ
の
横
取
り
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
@
こ
の
超
過
利
潤
(
差
額
地
代
)
は
工
業
に
生
ず
る
超
過
利
潤
と
ど
の
よ
う
な
点
で
区
別
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
@
(
5
〉
「
落
流
の
例
」
に
お
け
る
差
額
地
代
と
本
来
的
農
業
に
お
け
る
差
額
地
代
と
は
本
質
的
に
同
じ
も
の
で
あ
る
が
次
の
点
で
区
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
農
業
生
産
は
「
量
質
と
も
に
限
定
せ
ら
れ
た
土
地
面
積
の
規
則
的
反
復
的
利
用
に
立
脚
す
る
こ
と
、
有
機
的
成
長
法
則
の
適
用
範
囲
の
大
な
る
こ
と
、
主
要
生
産
手
段
と
し
て
の
土
地
力
へ
の
依
存
度
が
相
対
的
に
、
特
別
に
大
き
い
こ
と
」
な
二
九
立
教
経
済
学
研
究
三
七
巻
一
号
(
一
九
八
三
年
)
ど
の
特
徴
を
も
っ
(
裕
正
夫
司
農
業
経
済
学
原
理
』
日
本
評
論
社
、
一
九
五
五
年
一
四
一
ペ
ー
ジ
)
。
こ
れ
に
反
し
落
流
は
例
外
的
に
高
い
生
産
力
を
生
ず
る
一
生
産
条
件
で
あ
る
が
、
こ
の
部
門
の
「
生
産
要
素
」
で
は
な
く
従
っ
て
蒸
気
機
関
の
改
良
に
よ
っ
て
将
来
、
例
外
的
に
高
い
生
産
力
を
喪
失
す
る
可
能
性
|
代
替
位
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
落
流
地
代
は
当
面
落
流
が
例
外
的
に
有
利
な
生
産
条
件
た
り
う
る
か
ぎ
り
で
、
農
業
地
代
に
比
べ
て
一
時
的
に
、
生
じ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
工
業
の
超
過
利
潤
は
同
一
部
門
内
の
諸
資
本
の
生
産
諸
条
件
の
相
違
に
よ
っ
て
、
充
用
さ
れ
る
平
均
労
働
の
生
産
力
に
差
が
生
じ
、
相
異
な
る
個
別
的
価
値
を
有
す
る
諸
荷
品
が
生
産
さ
れ
る
が
、
一
個
同
一
の
市
場
価
値
が
競
争
に
よ
り
成
立
す
る
結
果
、
例
外
的
に
高
い
生
産
力
を
有
す
る
資
本
の
も
と
に
生
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
9
工
業
の
超
過
利
潤
に
は
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
み
と
め
ら
れ
よ
う
。
①
超
過
利
潤
は
同
一
部
門
内
の
例
外
的
に
志
向
い
生
産
力
を
有
す
る
個
別
資
本
の
も
と
に
個
別
的
生
産
価
格
(
個
別
的
価
値
)
と
市
場
生
産
価
格
(
市
場
価
値
〉
と
の
差
額
と
し
て
生
ず
る
が
、
そ
れ
は
例
外
的
に
有
利
な
生
産
諸
条
件
の
下
で
充
用
さ
れ
例
外
的
に
高
い
生
産
力
を
発
揮
す
る
平
均
労
働
が
、
価
値
法
則
を
媒
介
に
、
価
値
形
成
労
働
と
し
て
は
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
と
し
て
作
用
し
て
生
み
出
す
特
別
剰
余
価
値
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
@
②
超
過
利
潤
は
全
て
の
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
〉
が
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
形
成
に
規
定
的
に
は
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
平
均
価
値
ハ
平
均
的
生
産
価
格
)
と
し
て
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
二
九
二
格
)
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
ず
る
。
放
に
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
)
と
市
場
価
値
ハ
市
場
生
産
価
格
)
と
は
総
計
に
お
い
て
一
致
す
る
。
そ
れ
故
ま
た
超
過
利
潤
(
特
別
剰
余
価
値
)
は
い
わ
ば
「
負
の
超
過
利
潤
(
特
別
剰
余
価
値
と
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
、
社
会
的
に
は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
と
な
る
@
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
に
も
両
様
の
こ
と
が
い
え
る
@
③
超
過
利
潤
を
生
ず
る
生
産
諸
条
件
の
差
異
は
生
産
の
一
定
の
発
展
段
階
の
下
で
は
均
等
化
さ
れ
解
消
さ
れ
う
る
@
全
て
の
生
産
条
件
は
資
本
及
び
労
働
の
生
産
物
で
あ
り
、
ど
の
生
産
条
件
も
自
由
に
採
用
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
@
し
た
が
っ
て
生
産
諸
条
件
の
相
違
に
基
づ
い
て
生
ず
る
超
過
利
潤
は
一
時
的
経
過
的
で
あ
る
@
こ
の
均
等
化
傾
向
は
競
争
を
横
粁
と
し
て
不
断
に
発
展
す
る
資
本
主
義
的
生
産
に
お
い
て
は
た
え
ず
や
ぶ
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
超
過
利
潤
は
た
え
ず
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
個
々
の
資
本
に
と
っ
て
一
時
的
・
経
過
的
で
あ
る
こ
と
は
か
わ
ら
な
い
Q
④
新
た
に
投
下
さ
れ
る
資
本
が
超
過
利
潤
を
獲
得
す
る
の
は
、
よ
り
優
等
な
生
産
諸
条
件
を
採
用
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
一
般
に
不
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
よ
り
安
価
に
生
産
す
る
こ
と
に
よ
り
超
過
利
潤
を
可
能
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
新
た
な
資
本
投
下
が
標
準
以
下
の
生
産
諸
条
件
を
も
っ
て
さ
れ
る
こ
と
は
一
般
に
は
あ
り
え
な
い
@
⑤
超
過
利
潤
の
獲
得
を
め
ぐ
る
諸
資
本
の
競
争
は
生
産
諸
条
件
を
絶
え
ず
改
善
し
生
産
力
を
増
進
さ
せ
、
商
品
の
価
値
を
低
下
さ
せ
る
。
個
別
的
に
行
な
わ
れ
る
か
か
る
競
争
の
一
般
的
結
果
と
し
て
相
対
的
剰
余
価
値
(
率
)
の
増
大
を
結
果
す
る
。
民
上
の
諸
点
を
さ
き
に
あ
げ
た
差
額
地
代
の
一
般
的
特
徴
と
対
比
す
れ
ば
両
者
間
の
相
違
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
@
農
業
に
生
ず
る
超
過
利
潤
(
差
額
地
代
)
と
工
業
の
超
過
利
潤
と
は
次
の
点
で
異
な
る
で
あ
ろ
う
@
①
農
業
で
は
例
外
的
に
高
い
生
産
力
の
要
因
た
る
土
地
的
条
件
(
豊
度
)
の
差
具
は
資
本
に
と
っ
て
は
外
的
与
件
で
あ
っ
て
、
相
対
的
に
固
定
的
で
あ
る
@
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
に
基
づ
く
超
過
利
潤
は
固
定
的
で
あ
る
。
②
例
外
的
生
産
力
を
有
す
る
優
等
地
経
営
の
平
均
労
働
が
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
と
し
て
作
用
す
る
の
に
対
し
、
他
方
い
わ
ば
「
弱
め
ら
れ
た
労
働
」
を
、
し
た
が
っ
て
「
負
の
超
過
利
潤
(
特
別
剰
余
価
値
)
」
を
伴
わ
ず
、
そ
れ
故
個
別
的
生
産
価
格
(
個
別
的
価
値
)
と
市
場
生
産
価
格
(
市
場
価
値
)
と
は
総
計
に
お
い
て
一
致
せ
ず
、
超
過
利
潤
(
特
別
剰
余
価
値
)
部
分
だ
け
増
大
す
る
。
③
農
業
で
は
よ
り
劣
等
な
生
産
条
件
l
土
地
が
耕
境
内
に
は
い
る
こ
と
に
よ
り
既
耕
地
の
蔓
皮
が
相
対
的
に
高
め
ら
れ
て
超
過
利
濁
を
生
ず
る
こ
と
は
稀
で
は
な
い
。
工
業
で
は
よ
り
劣
等
な
生
産
諸
条
件
を
も
っ
て
新
た
な
資
本
投
下
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
一
般
に
あ
り
え
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
に
よ
る
超
過
利
潤
の
発
生
も
問
題
と
な
り
え
な
い
Q
④
エ
業
で
は
超
過
利
潤
は
一
般
に
生
産
力
が
増
進
す
る
過
程
に
お
い
て
発
生
し
、
ま
た
つ
ね
に
最
後
に
最
も
優
れ
た
生
産
条
件
を
採
用
す
る
資
本
の
下
伝
生
ず
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
超
過
利
潤
が
一
時
的
・
経
過
的
で
あ
る
こ
と
は
生
産
力
の
累
進
的
増
大
の
進
行
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
@
農
業
の
場
合
に
は
超
過
利
潤
(
差
額
地
代
)
は
相
対
的
に
固
定
的
な
土
地
条
件
の
不
等
性
に
基
づ
い
て
お
り
、
生
産
力
が
上
昇
す
る
場
合
に
も
低
下
「
超
過
利
潤
」
と
「
地
代
」
す
る
場
合
に
も
可
能
で
あ
る
@
⑤
最
後
に
、
一
方
は
資
本
家
の
、
他
方
は
土
地
所
有
者
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
い
る
。
農
業
の
超
過
利
潤
(
差
額
地
代
)
と
工
業
の
超
過
利
潤
と
の
区
別
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
Q
「
両
方
を
区
別
す
る
も
の
は
、
こ
の
超
過
利
潤
の
固
定
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
こ
の
超
過
利
潤
は
農
業
で
は
自
然
的
基
礎
に
基
づ
い
て
い
る
の
に
一
方
工
業
で
は
そ
れ
は
l
i等
し
い
平
均
利
潤
の
場
合
に
は
|
|
つ
ね
に
一
時
的
に
現
わ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
そ
れ
が
現
わ
れ
る
の
は
つ
ね
に
、
よ
り
生
産
的
な
機
械
や
労
働
の
結
合
が
採
用
さ
れ
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
、
か
ら
で
あ
る
@
工
業
で
は
つ
ね
に
最
後
に
現
わ
れ
る
最
も
生
産
的
な
資
本
が
、
平
均
利
潤
を
引
き
下
げ
る
こ
と
を
通
じ
て
超
過
利
潤
を
生
む
の
で
あ
る
。
農
業
で
は
、
最
良
の
エ
ー
カ
ー
の
豊
度
が
絶
対
的
に
よ
り
高
く
な
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
不
生
産
的
な
土
地
が
耕
作
さ
れ
る
た
め
に
、
そ
の
エ
ー
カ
ー
の
豊
度
が
相
対
的
に
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
り
、
ま
た
非
常
に
し
ば
し
ば
そ
う
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
工
業
で
は
、
よ
り
高
い
相
対
的
な
豊
度
、
超
過
利
潤
(
消
滅
す
る
も
の
)
は
、
つ
ね
に
、
新
た
に
投
下
さ
れ
る
資
本
の
豊
度
す
な
わ
ち
生
産
性
が
従
来
の
そ
れ
に
比
べ
て
絶
対
的
に
増
加
す
る
こ
と
に
よ
ら
さ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
@
工
業
で
は
、
よ
り
不
生
産
的
な
資
本
が
新
た
に
工
業
部
門
の
な
か
に
は
い
っ
て
く
る
た
め
に
、
資
本
が
超
過
利
潤
を
生
む
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」
(
百
E
八
九
〉
以
上
、
要
す
る
に
、
農
工
間
の
超
過
利
潤
の
相
違
は
、
農
業
で
は
工
業
二
九
三
立
教
経
済
学
研
究
三
七
巻
一
号
(
一
九
八
三
年
〉
に
存
し
な
い
独
自
の
生
産
条
件
(
独
占
さ
れ
う
る
不
等
な
自
然
カ
|
土
地
)
を
生
産
の
不
可
欠
の
条
件
、
「
生
産
要
素
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ル
ク
ス
は
農
工
・
二
つ
の
超
過
利
潤
を
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
、
繰
り
返
し
指
摘
し
て
い
る
@
「
単
な
る
差
額
地
代
・
:
に
は
理
論
的
な
困
難
は
な
い
。
そ
れ
は
、
平
均
的
な
条
件
よ
り
も
良
い
条
件
の
も
と
で
仕
事
を
す
る
す
べ
て
の
資
本
に
と
っ
て
は
ど
の
エ
業
部
面
で
も
存
在
す
る
超
過
利
潤
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」
三
八
六
=
年
八
月
二
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
)
「
そ
れ
は
、
同
定
さ
れ
る
た
め
の
自
然
的
基
礎
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
工
業
に
お
け
る
類
似
の
超
過
利
潤
と
同
じ
も
の
に
す
ぎ
ず
、
曲
一
一
旦
度
の
よ
り
低
い
土
地
に
比
べ
て
の
よ
り
高
い
土
地
の
超
過
利
潤
と
し
て
の
み
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
」
〈
m
E
九
七
)
「
差
額
地
代
は
単
に
超
過
利
潤
に
相
当
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
の
超
過
利
潤
は
、
各
産
業
部
門
に
た
と
え
ば
綿
紡
績
業
に
お
い
て
、
与
え
ら
れ
た
市
場
価
格
ま
た
は
よ
り
正
確
に
は
市
場
価
値
の
も
と
で
、
こ
の
特
定
の
産
業
部
門
の
平
均
的
な
諸
条
件
よ
り
も
優
良
な
生
産
条
件
を
も
っ
て
い
る
資
本
家
が
あ
げ
る
も
の
で
あ
る
」
(
百
E
二
三
九
)
「
差
額
地
代
:
:
:
は
、
各
生
産
部
門
に
お
け
る
一
つ
の
同
じ
市
場
価
値
に
も
と
づ
い
て
平
均
的
諸
条
件
よ
り
も
優
良
な
諸
条
件
の
も
と
で
仕
事
を
す
る
諸
資
本
家
が
生
み
出
す
超
過
利
潤
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
〈
m
E
二
四
一
!
ニ
四
二
〉
こ
の
よ
う
に
、
工
業
の
超
過
利
潤
と
差
額
地
代
と
は
市
場
価
値
に
塞
づ
二
九
四
い
て
例
外
的
に
有
利
な
生
産
諸
条
件
を
有
す
る
資
本
の
も
と
に
生
ず
る
も
の
で
、
同
じ
も
の
だ
と
し
て
い
る
@
だ
が
そ
れ
以
上
た
ち
い
っ
て
述
べ
て
は
い
な
い
。
も
っ
と
も
「
理
論
的
な
困
難
は
な
い
」
と
す
る
か
ら
に
は
そ
の
必
要
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
@
と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
ヱ
業
の
超
過
利
潤
は
そ
の
対
極
に
い
わ
ぽ
「
負
の
超
過
利
潤
」
を
伴
う
の
に
差
額
地
代
は
そ
れ
を
欠
い
て
い
る
点
を
相
違
点
と
し
て
あ
げ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
両
者
を
本
質
的
に
同
じ
も
の
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
の
相
違
を
こ
そ
本
質
的
と
み
る
見
解
も
あ
る
。
以
下
こ
の
点
に
つ
き
検
討
1
V
ト晶、叫ノ。
農
・
エ
い
ず
れ
の
場
合
に
も
超
過
利
潤
は
例
外
的
に
有
利
な
生
産
条
件
を
自
由
に
す
る
資
本
の
も
と
に
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
「
例
外
的
に
生
産
力
の
高
い
労
働
は
何
乗
か
さ
れ
た
労
働
(
強
め
ら
れ
た
労
働
)
と
し
て
作
用
す
る
。
す
な
わ
ち
同
じ
時
間
で
同
種
の
社
会
的
平
均
的
労
働
よ
り
も
大
き
い
価
値
を
創
造
す
る
」
ハ
前
出
〉
と
述
べ
て
い
る
。
「
生
(
6
)
 
産
力
」
と
は
も
と
も
と
使
用
価
値
生
産
に
関
す
る
概
念
で
あ
る
@
資
本
主
義
的
生
産
に
お
い
て
は
生
産
の
機
能
者
・
支
配
者
は
資
本
で
あ
り
、
資
本
に
よ
る
生
産
は
剰
余
価
値
(
利
潤
)
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
っ
て
使
用
価
値
の
生
産
は
い
わ
ば
そ
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
と
は
い
え
、
剰
余
価
値
(
利
潤
)
の
生
産
は
使
用
価
値
の
生
産
を
通
じ
て
の
み
行
な
わ
れ
る
@
そ
れ
ゆ
え
「
生
産
力
」
は
元
来
使
用
価
値
生
産
に
関
わ
る
概
念
で
あ
る
と
は
い
え
、
一
部
門
内
で
は
価
値
生
産
に
影
響
を
与
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
Q
ハ
6
〉
「
生
産
力
、
も
ち
ろ
ん
、
つ
ね
に
有
用
な
労
働
の
生
産
力
で
あ
っ
て
、
じ
っ
さ
い
、
た
だ
与
え
ら
れ
た
時
間
内
の
合
目
的
生
産
活
動
の
作
用
程
度
を
規
定
す
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
有
用
労
働
は
そ
の
生
産
カ
の
上
昇
ま
た
は
低
下
に
比
例
し
て
、
よ
り
豊
富
な
、
ま
た
は
よ
り
貧
弱
な
生
産
物
源
泉
ιな
ろ
の
で
あ
る
」
ハ
V
L
I
六
O
V
同
穣
生
産
物
に
つ
い
て
、
生
産
力
が
高
け
れ
ば
一
定
の
労
働
量
は
同
一
時
間
に
よ
り
多
く
の
生
産
物
を
生
産
し
、
低
け
れ
ば
同
量
の
労
働
で
よ
り
少
な
い
生
産
物
を
生
産
す
る
。
生
産
力
の
増
大
と
は
「
一
般
に
一
商
品
の
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
聞
を
短
縮
す
る
よ
う
な
、
し
た
が
っ
て
よ
り
小
量
の
労
働
に
よ
り
大
量
の
使
用
価
値
を
生
産
す
る
力
を
与
え
る
よ
う
な
、
労
働
過
程
に
お
け
る
変
化
の
こ
と
で
あ
る
。
」
(
K
I
三
一
三
一
一
〉
だ
か
ら
、
原
因
が
自
然
的
要
因
で
あ
れ
社
会
的
(
資
本
的
〉
要
因
で
あ
れ
、
よ
り
高
い
生
産
カ
と
い
う
結
果
そ
れ
自
体
に
は
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
@
「
あ
る
与
え
ら
れ
た
時
間
に
つ
く
ら
れ
る
生
産
物
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
同
じ
労
働
は
同
じ
価
値
を
生
み
だ
す
。
し
か
し
:
:
:
こ
の
こ
の
生
産
物
を
等
分
し
た
各
部
分
に
割
当
た
る
価
値
部
分
も
、
労
働
の
量
が
与
え
ら
れ
て
い
れ
ば
た
だ
生
産
物
の
量
だ
け
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
あ
り
、
こ
の
量
は
ま
た
与
え
ら
れ
た
労
働
量
の
生
産
怯
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
労
働
量
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
生
産
性
が
自
然
の
お
か
げ
で
あ
る
か
社
会
の
お
か
げ
で
あ
る
か
は
、
ま
っ
た
く
ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
い
。
」
(
K
E
七
五
五
)
要
す
る
に
、
生
産
力
の
増
大
そ
れ
自
体
は
同
一
時
間
に
同
量
の
労
働
が
生
産
す
る
使
用
価
値
の
量
を
増
大
さ
せ
る
に
す
ぎ
ず
、
生
産
力
の
増
大
が
労
働
の
熟
練
・
強
度
に
で
は
な
く
客
体
的
要
因
に
依
存
す
る
か
ぎ
り
、
価
値
の
量
を
増
大
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
「
超
過
利
潤
」
と
「
地
代
」
ぃ
。
し
た
が
っ
て
生
産
力
が
一
様
に
増
大
す
れ
ば
、
同
量
一
の
価
値
を
よ
り
多
く
の
生
産
物
で
表
示
す
る
が
ゆ
え
に
一
単
位
あ
た
り
の
価
値
は
低
下
す
る
だ
け
で
あ
る
。
だ
が
商
品
生
産
の
基
礎
上
で
は
生
産
力
の
増
大
は
一
様
に
で
は
な
く
個
別
的
無
政
府
的
に
行
な
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
同
一
部
門
に
相
異
な
る
生
産
力
を
有
す
る
誇
個
別
資
本
が
並
存
し
、
相
異
な
る
個
別
的
価
値
を
も
っ
商
品
が
生
産
さ
れ
る
@
だ
が
商
品
の
価
値
は
個
別
的
価
値
で
は
な
く
社
会
的
価
値
U
市
場
価
値
で
あ
る
@
諸
個
別
的
価
値
は
競
争
を
媒
介
に
市
場
価
値
に
均
等
化
さ
れ
る
@
そ
の
結
果
、
例
外
的
に
高
い
生
産
力
を
有
す
る
資
本
の
も
と
に
そ
の
よ
り
低
い
偲
別
的
価
値
と
市
場
価
値
と
の
差
額
と
し
て
特
別
剰
余
価
値
(
超
過
利
潤
)
が
生
じ
、
こ
の
資
本
が
充
用
す
る
平
均
労
働
は
価
値
形
成
労
働
と
し
て
は
平
均
以
上
の
も
の
、
「
-
強
め
ら
れ
た
労
働
」
と
し
て
社
会
的
に
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
使
用
価
値
の
生
産
に
お
い
て
よ
り
高
い
生
産
力
を
も
っ
労
働
は
、
同
時
に
、
同
じ
平
均
労
働
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
価
値
規
定
の
法
則
巳
よ
っ
て
価
値
生
産
に
お
い
て
も
生
産
力
の
高
い
労
働
と
な
る
の
で
あ
る
@
農
業
に
お
い
て
は
、
前
提
に
よ
り
、
諸
資
本
の
生
産
力
の
相
違
は
土
地
的
条
件
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
等
量
の
資
本
と
労
働
の
等
面
積
の
相
異
な
る
諸
土
地
へ
の
投
下
は
、
土
地
的
条
件
の
相
違
に
よ
っ
て
、
そ
の
相
違
の
度
合
に
応
じ
て
異
な
る
生
皮
物
量
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
同
じ
平
均
労
働
が
土
地
的
条
件
の
差
異
の
た
め
に
相
異
な
る
生
産
力
を
一
示
す
の
で
あ
る
@
一
般
に
不
等
な
生
産
力
を
有
す
る
諸
資
本
の
な
か
で
例
外
的
に
高
い
生
産
力
を
も
っ
労
働
は
価
値
規
定
の
法
則
に
よ
っ
て
「
強
二
九
五
立
教
経
済
学
研
究
三
七
巻
一
号
(
一
九
八
三
年
〉
め
ら
れ
た
労
働
」
と
し
て
作
用
し
、
特
別
剰
余
価
値
(
超
過
利
潤
)
を
生
み
だ
す
が
、
そ
の
さ
い
、
例
外
的
に
高
い
生
産
力
が
何
に
起
因
す
る
か
は
ど
う
で
も
よ
い
。
農
業
に
お
い
て
は
例
外
的
に
高
い
生
産
力
は
土
地
的
条
件
l
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
に
起
因
す
る
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
に
必
要
な
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
点
に
お
い
て
工
業
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
農
産
物
の
価
値
が
市
場
価
値
法
則
の
貫
徹
し
た
と
こ
ろ
で
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
優
等
地
に
お
い
て
例
外
的
に
高
い
生
産
力
を
示
す
労
働
も
、
工
業
に
お
け
る
と
同
様
に
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
と
し
て
作
用
す
る
は
ず
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
農
産
物
の
市
場
価
値
は
土
地
的
条
件
が
相
対
的
に
ゼ
ロ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
最
劣
等
地
・
A
地
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
@
そ
の
結
果
、
優
等
地
B
l
D
地
に
充
用
さ
れ
た
平
均
労
働
は
各
土
地
の
相
対
的
豊
度
に
比
例
し
て
よ
り
高
い
生
産
力
を
一
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
市
場
価
値
法
則
に
よ
っ
て
土
地
的
条
件
日
豊
度
に
よ
り
強
め
ら
れ
た
労
働
と
し
て
作
用
し
、
特
別
剰
余
価
値
(
超
過
利
潤
)
を
生
ず
る
。
小
麦
一
ク
オ
ー
ダ
ー
を
生
産
す
る
た
め
の
社
会
的
必
要
労
働
時
間
は
A
地
の
平
均
労
働
が
要
す
る
労
働
時
間
で
あ
る
@
し
た
が
っ
て
B
J
D
地
の
同
量
の
労
働
は
A
地
の
労
働
に
比
べ
て
よ
り
多
く
の
価
値
を
生
み
だ
す
こ
と
に
な
る
。
価
値
の
実
体
た
る
労
働
の
量
は
労
働
時
間
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
が
、
こ
の
労
働
時
間
は
単
な
る
現
実
的
労
働
時
間
で
は
な
く
、
社
会
的
必
要
労
働
時
間
に
換
算
さ
れ
た
労
働
時
間
、
価
値
形
成
的
労
働
時
間
で
あ
る
。
こ
の
労
働
時
間
は
競
争
を
通
じ
て
確
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
極
端
に
い
え
ば
競
争
に
よ
っ
て
成
立
す
る
市
場
価
値
と
個
別
的
価
値
を
同
じ
く
す
る
資
本
の
下
で
の
必
要
労
働
二
九
六
時
間
を
基
準
と
し
て
、
平
均
労
働
の
同
等
の
現
実
的
労
働
時
間
が
生
産
諸
条
件
の
相
違
し
た
が
っ
て
生
産
力
の
差
異
に
応
じ
て
、
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
し
て
は
よ
り
大
又
は
小
の
労
働
時
間
に
換
算
さ
れ
る
の
で
あ
る
@
農
業
で
は
A
地
の
個
別
的
必
要
労
働
時
間
が
社
会
的
必
要
時
間
と
な
り
、
価
値
形
成
的
労
働
時
間
へ
の
換
算
の
基
準
で
あ
る
か
ら
、
B
l
D
地
の
同
じ
現
実
的
一
労
働
時
間
は
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
し
て
は
相
対
的
豊
度
の
ゼ
ロ
で
あ
る
A
地
の
一
時
間
に
対
し
て
、
相
対
的
豊
度
に
比
例
し
て
強
め
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ
二
、
三
、
四
時
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
ハ
不
変
資
本
部
分
は
捨
象
冗
か
く
て
A
I
D
地
の
現
実
的
労
働
時
間
各
一
時
間
、
計
四
時
間
は
価
値
形
成
約
労
働
時
間
と
し
て
は
一
0
時
間
に
相
当
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
差
額
地
代
部
分
も
価
値
の
実
体
を
有
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
土
地
的
条
件
に
よ
っ
て
「
強
め
ら
れ
た
」
労
働
、
そ
れ
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
特
別
剰
余
価
値
は
工
業
に
お
け
る
よ
う
に
相
殺
さ
る
べ
き
「
負
の
強
め
ら
れ
た
労
働
(
弱
め
ら
れ
た
労
働
)
」
、
「
負
の
特
別
剰
余
価
値
」
を
欠
く
と
い
う
点
で
は
工
業
と
区
別
さ
れ
る
「
農
業
独
自
の
強
め
ら
れ
た
労
働
」
、
「
農
業
独
自
の
特
別
剰
余
価
値
(
超
過
利
潤
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
超
過
利
潤
ハ
差
額
地
代
)
を
含
む
農
産
物
の
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
と
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
絡
〉
と
の
総
計
に
お
け
る
不
一
致
は
超
過
利
潤
(
差
額
地
代
)
が
価
値
の
実
体
を
欠
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
こ
の
点
、
井
よ
周
八
氏
は
「
主
体
的
に
の
み
存
在
す
る
労
働
時
間
」
i
現
実
的
労
働
時
間
と
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
を
峻
別
さ
れ
、
「
労
働
者
の
特
殊
な
労
働
時
間
は
価
値
形
成
的
労
働
時
簡
に
換
算
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
両
者
が
別
個
の
労
働
時
間
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
(
井
上
周
八
、
前
日
開
書
、
一
七
五
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
、
現
実
的
労
働
時
間
の
不
等
交
換
は
、
価
値
し
た
が
っ
(
7
)
 
て
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
し
て
は
、
な
ん
ら
不
等
交
換
で
は
な
い
と
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
@
人
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
基
礎
上
で
は
農
産
物
は
現
実
的
労
働
時
聞
が
ニ
・
四
時
間
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
実
的
労
働
時
間
が
六
時
間
の
工
業
生
産
物
と
文
換
さ
れ
る
@
こ
の
交
換
は
な
ん
ら
偶
然
的
過
渡
的
な
も
の
で
は
な
く
法
則
的
に
行
な
わ
れ
る
現
象
で
あ
る
@
六
時
間
と
二
・
四
時
間
と
の
交
換
は
数
字
上
で
は
一
見
不
等
交
換
で
あ
る
が
、
問
題
は
双
方
の
数
字
の
質
・
内
容
で
あ
り
、
両
者
の
一
時
間
は
質
的
に
す
な
わ
ち
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
し
て
は
異
な
る
の
で
あ
る
@
な
ぜ
な
ら
工
産
物
A
の
時
間
と
農
産
物
B
の
ニ
・
四
時
間
と
い
う
場
合
、
両
者
の
労
働
時
間
は
全
く
同
様
に
生
産
諸
条
件
は
社
会
的
標
準
的
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
労
働
の
熟
練
と
強
度
の
平
均
を
前
提
と
し
た
労
働
時
間
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
前
提
を
も
っ
て
い
る
が
、
両
者
の
共
通
性
は
そ
こ
ま
で
で
あ
る
。
B
の
二
・
四
時
間
は
土
地
的
条
件
に
よ
り
強
め
ら
れ
た
二
・
四
時
間
で
あ
り
、
無
地
代
地
を
零
点
と
し
た
豊
能
度
の
差
別
に
比
例
し
て
強
め
ら
れ
、
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
し
て
は
工
業
の
六
時
間
に
相
当
す
る
労
働
時
間
で
あ
る
Q
こ
れ
に
対
し
他
方
は
土
地
的
条
件
ゼ
ロ
の
も
と
で
の
六
時
間
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
A
の
六
時
間
H
B
の
二
・
四
時
間
×
農
度
」
と
い
う
関
係
に
あ
る
@
こ
れ
を
A
の
六
時
間
U
B
の
六
時
間
と
す
る
な
ら
、
か
え
っ
て
誤
り
と
な
る
@
B
の
六
時
間
は
A
の
六
時
間
が
さ
ら
に
土
地
的
条
件
に
よ
り
強
め
ら
「
超
過
利
潤
」
と
「
地
代
」
れ、
A
の
価
値
形
成
的
な
時
間
単
位
に
還
元
す
れ
ば
六
時
間
以
上
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
放
に
土
地
生
産
部
門
の
特
殊
性
に
よ
り
A
地
の
一
ク
ォ
i
タ
1
1
六
時
間
が
農
産
物
の
生
産
に
必
要
な
社
会
的
必
要
労
働
時
間
と
な
り
、
B
、
c、
D
地
の
労
働
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
対
的
豊
度
で
強
め
ら
れ
た
・
価
値
形
成
的
・
労
働
と
し
て
は
各
個
別
的
労
働
時
間
が
A
地
の
六
時
間
に
相
当
す
る
@
こ
う
し
て
農
産
物
の
労
働
時
間
二
四
0
時
間
は
工
産
物
の
六
0
0時
間
と
価
値
形
成
的
労
働
時
間
と
し
て
は
等
し
い
V
ハ
井
上
周
人
前
掲
書
一
七
六
t
一
八
二
ペ
ー
ジ
)
(
7
〉
こ
の
点
に
つ
き
、
花
田
仁
伍
氏
は
次
の
よ
ラ
に
述
べ
て
い
る
。
「
具
体
的
労
働
の
『
現
実
的
労
働
時
間
』
を
基
準
と
す
る
か
ぎ
り
、
他
の
部
門
と
の
潤
に
一
種
の
不
等
労
働
交
換
l
l
B
不
等
価
交
換
で
は
な
い
|
|
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
」
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
場
価
値
規
定
の
メ
カ
ユ
ズ
ム
に
よ
っ
て
成
立
す
る
市
場
価
値
l
社
会
的
価
値
こ
そ
「
マ
ル
ク
ス
自
身
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
商
品
生
産
の
『
総
じ
て
個
々
人
の
問
の
商
品
交
換
に
も
と
づ
く
生
産
の
基
礎
上
で
価
値
の
社
会
的
性
格
が
白
ら
を
貫
徹
す
る
様
式
』
ハ
『
資
本
論
』
H
H
持
事
差
額
地
代
I
青
木
蓄
広
版
③
1
丸一二
0
ペ
ー
ジ
)
で
あ
っ
て
そ
の
意
味
で
商
品
価
値
と
し
て
は
真
実
の
唯
一
の
司
社
会
的
価
値
』
で
あ
る
:
:
。
そ
し
て
こ
れ
が
商
品
生
産
の
正
常
な
関
係
を
表
示
し
て
い
る
」
〈
「
農
産
物
価
格
の
決
定
機
構
と
諸
問
題
川
」
『
経
済
論
集
』
(
佐
賀
大
〉
第
五
巻
一
号
、
一
九
七
二
年
、
一
七
I
一
八
ペ
ー
ジ
)
。
さ
て
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
る
特
別
剰
余
価
値
は
他
方
の
極
に
「
弱
め
ら
れ
た
労
働
」
、
「
負
の
特
別
剰
余
価
値
」
を
伴
う
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
例
外
的
に
高
い
生
産
力
を
も
っ
平
均
労
働
が
「
強
め
ら
れ
二
九
七
立
教
経
済
学
研
究
三
七
歳
二
号
(
一
九
八
三
年
〉
た
労
働
」
と
な
っ
て
特
別
剰
余
価
値
を
生
み
だ
す
の
は
、
同
一
生
産
部
面
に
お
い
て
生
産
諸
条
件
の
相
違
、
し
た
が
っ
て
生
産
力
の
格
差
が
存
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
市
場
民
お
け
る
競
争
を
媒
介
と
し
て
価
値
規
定
の
法
則
が
貫
徹
す
る
こ
と
の
結
果
で
あ
り
、
通
例
、
工
業
で
は
均
等
化
を
妨
げ
る
も
ゐ
、
均
等
化
に
は
い
ら
な
い
も
の
が
存
し
な
い
ゆ
え
、
市
場
価
値
が
平
均
価
値
と
し
て
定
ま
る
結
果
、
一
方
の
特
別
剰
余
価
値
に
他
方
の
「
負
の
特
別
剰
余
価
値
」
が
対
応
し
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
と
な
る
の
で
あ
る
@
農
業
に
こ
の
よ
う
な
対
応
関
係
が
な
い
の
は
資
本
・
労
働
に
よ
っ
て
産
出
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
そ
れ
ゆ
え
均
等
化
に
な
じ
ま
な
い
生
産
条
件
1
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
に
も
と
づ
い
て
生
産
力
の
格
差
が
生
ず
る
か
ら
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
特
別
剰
余
価
値
(
超
過
利
潤
1
差
額
地
代
)
部
分
だ
け
農
産
物
の
総
価
値
へ
の
追
加
・
増
大
と
な
る
の
で
あ
る
@
だ
が
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
市
場
価
値
の
規
定
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
の
超
過
利
潤
は
な
ん
ら
「
流
通
と
い
う
迂
路
」
(
向
坂
、
前
掲
書
、
二
一
ペ
ー
ジ
〉
を
経
て
価
値
の
実
体
を
工
業
な
い
し
社
会
全
体
の
剰
余
価
値
に
よ
っ
て
補
な
わ
れ
る
必
要
の
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
@
こ
の
よ
う
な
農
工
間
の
相
違
は
競
争
条
件
の
相
還
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
何
ら
本
質
的
相
違
を
な
す
も
の
で
は
な
く
、
結
果
現
象
の
差
異
、
同
じ
法
則
同
じ
本
質
が
具
体
的
条
件
を
異
に
す
る
場
合
に
現
わ
れ
る
現
象
的
差
異
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
@
こ
の
よ
う
な
現
象
的
差
異
を
生
ず
る
競
争
条
件
の
相
違
と
は
、
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
工
業
で
は
会
て
の
生
産
条
件
が
資
本
及
び
労
働
の
産
物
で
あ
る
の
に
、
農
業
で
は
資
本
及
び
労
働
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
え
な
い
有
限
な
独
占
さ
れ
う
る
不
等
な
自
然
的
生
産
条
件
1
二
九
八
土
地
を
不
可
欠
の
「
生
産
要
素
」
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
、
7
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
工
業
の
超
過
利
溺
〈
特
別
剰
余
価
値
)
と
農
業
の
趨
過
利
調
1
差
額
地
代
(
農
業
独
自
の
特
別
利
余
価
値
)
と
の
問
の
種
々
の
相
違
は
、
両
者
の
同
一
性
こ
そ
が
本
質
的
側
面
で
あ
る
こ
と
の
認
識
の
う
え
で
、
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
@
絶
対
地
代
と
超
過
利
潤
国
最
劣
等
地
は
な
ん
ら
地
代
を
支
払
わ
な
い
と
い
う
前
提
の
下
で
差
額
地
代
の
考
察
を
『
資
本
論
』
で
は
行
な
っ
て
い
る
Q
こ
の
前
提
の
も
と
で
は
、
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
畑
山
崎
に
よ
っ
て
市
場
価
格
が
規
定
さ
れ
、
最
劣
等
地
の
標
準
的
経
営
に
平
均
利
潤
が
成
立
す
る
@
だ
が
現
実
に
は
最
劣
等
地
と
い
え
ど
も
土
地
所
有
者
が
無
償
で
土
地
を
貸
与
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
@
最
劣
等
地
の
地
代
す
な
わ
ち
土
地
量
度
の
差
異
と
は
無
関
係
な
地
代
を
支
払
い
う
る
ま
で
そ
の
農
産
物
は
価
格
(
価
値
)
を
も
た
な
け
れ
ば
土
地
は
耕
作
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
価
格
(
価
値
〉
部
分
は
土
地
所
有
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
い
え
る
@
だ
が
本
来
的
独
占
価
格
を
前
提
せ
ず
に
、
最
劣
等
地
も
地
代
を
支
払
い
う
る
価
格
(
価
値
)
が
い
か
に
し
て
成
立
す
る
の
か
@
商
品
の
市
場
価
格
が
価
値
で
で
は
な
く
生
産
価
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
部
門
ご
と
の
資
本
構
成
の
相
違
に
し
た
が
っ
て
、
価
値
と
生
産
価
格
と
の
関
係
に
お
い
て
、
@
時
一
三
声
〈
陶
回
開
宣
議
・
⑨
酋
爵
U
仰
湘
附
言
お
・
@
童
画
V
防
潮
時
言
議
、
と
い
う
三
つ
の
部
類
の
荷
品
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
@
農
業
資
本
の
平
均
構
成
が
社
会
的
平
均
構
成
よ
り
低
い
と
す
れ
ば
、
農
産
物
は
⑥
の
部
類
に
属
し
、
そ
れ
ゆ
え
生
産
価
格
を
超
え
る
価
値
の
超
過
分
に
よ
っ
て
地
代
を
支
払
、
7
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
@
だ
が
農
業
資
本
の
構
成
が
低
い
と
い
う
だ
け
で
は
、
低
位
構
成
ゆ
え
に
生
ず
る
価
値
超
過
分
、
剰
余
価
値
超
過
分
の
平
均
利
潤
に
対
す
る
自
立
化
の
根
拠
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
れ
は
工
業
に
お
け
る
低
位
機
成
部
門
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
資
本
の
競
争
は
こ
の
よ
う
な
価
値
・
剰
余
値
価
の
超
過
分
を
超
過
利
溺
と
し
て
自
立
化
さ
せ
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
農
業
に
は
特
殊
な
事
情
が
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
農
業
剰
余
価
値
が
平
均
利
潤
へ
の
均
等
化
の
過
程
に
は
い
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
資
本
は
平
均
利
潤
を
入
手
す
る
と
同
時
に
剰
余
価
値
の
超
過
分
に
よ
っ
て
土
地
所
有
者
に
地
代
を
支
払
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
@
工
業
民
は
な
い
農
業
の
特
殊
事
情
と
は
こ
の
部
門
に
お
け
る
「
生
産
要
素
」
た
る
土
地
の
、
資
本
家
と
は
異
な
る
第
三
者
に
よ
る
、
独
占
的
所
有
で
あ
る
。
土
地
所
有
は
資
本
の
生
み
だ
す
「
剰
余
価
値
の
平
均
利
潤
へ
の
一
般
的
な
均
等
化
を
全
部
的
ま
た
は
部
分
的
に
排
除
す
る
よ
う
な
条
件
」
の
下
で
し
か
資
本
の
投
下
を
許
さ
な
い
、
資
本
に
は
克
服
で
き
な
い
「
外
的
な
力
」
と
し
て
資
本
に
相
対
す
る
(
V
L
E
七
七
O
〉
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
は
こ
の
部
面
で
生
産
さ
れ
る
剰
余
価
値
の
一
部
は
土
地
所
有
者
に
引
き
渡
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
部
分
は
均
等
化
の
過
程
に
は
い
ら
な
い
@
だ
が
こ
の
部
分
も
価
格
か
ら
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
農
産
物
価
格
は
こ
の
地
代
部
分
だ
け
、
生
産
価
格
か
ら
み
て
、
騰
貴
し
た
価
格
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
価
格
騰
貴
の
「
創
造
的
原
因
」
(
V
L
E
七
六
一
ろ
は
地
代
U
土
地
所
有
で
あ
る
。
だ
が
農
産
物
の
市
場
価
格
「
超
過
利
潤
」
と
「
地
代
」
が
生
産
価
格
を
越
、
λ
て
ど
の
程
度
ま
で
価
値
に
近
づ
く
か
は
土
地
所
有
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
「
一
般
的
市
場
状
態
に
よ
っ
て
定
ま
る
」
ハ
K
E七
七
二
〉
。こ
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
絶
対
地
代
は
農
業
剰
余
価
値
の
一
部
分
で
あ
り
、
土
地
所
有
に
よ
る
そ
の
横
取
り
で
あ
る
点
で
は
差
額
地
代
と
同
じ
で
あ
る
@
絶
対
地
代
を
簡
単
に
規
定
す
れ
ば
、
土
地
所
有
の
独
占
と
農
業
資
本
の
有
機
的
構
成
の
低
位
性
と
い
う
こ
条
件
の
下
で
生
ず
る
地
代
で
あ
り
、
「
土
地
の
豊
度
の
表
に
は
か
か
わ
り
の
な
い
地
代
、
要
す
る
に
差
額
地
代
と
は
概
念
的
に
区
別
さ
れ
る
地
代
」
(
芯
班
七
六
回
)
で
あ
っ
て
、
資
本
が
充
用
さ
れ
る
土
地
一
般
に
生
ず
る
こ
の
地
代
こ
そ
が
「
土
地
所
有
の
適
切
な
表
現
」
(
百
E
Z
三
八
)
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
地
代
の
本
質
は
、
各
生
産
部
面
の
資
本
構
成
の
相
違
す
な
わ
ち
同
量
の
資
本
が
異
な
る
剰
余
価
値
量
を
生
産
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
故
に
、
理
論
的
に
は
こ
の
前
提
の
も
と
で
の
み
農
業
生
産
物
の
価
値
は
そ
の
生
産
価
格
よ
り
も
高
く
あ
り
う
る
の
だ
か
ら
、
絶
対
地
代
は
「
こ
の
仮
定
を
す
る
だ
け
で
十
分
な
の
で
あ
る
@
こ
の
仮
定
が
成
立
し
な
く
な
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
地
代
形
態
も
な
く
な
る
」
(
K
E
七
六
九
)
。
し
か
し
絶
対
地
代
は
差
額
地
代
ハ
超
過
利
潤
〉
と
次
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
。ω超
過
利
潤
は
例
外
的
生
産
力
を
有
す
る
特
定
の
個
別
資
本
が
よ
り
低
い
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
)
で
商
品
を
生
産
す
る
こ
と
に
よ
り
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
と
の
差
額
と
し
て
生
ず
る
も
の
で
、
直
接
に
は
同
一
部
門
内
の
競
争
に
よ
っ
て
生
ず
る
。
差
額
地
代
と
工
業
の
超
過
二
九
九
立
教
経
済
学
研
究
三
七
巻
一
号
(
一
九
八
三
年
)
利
潤
と
は
こ
の
点
で
は
同
じ
で
あ
る
@
絶
対
地
代
は
有
機
的
構
成
の
部
門
聞
の
相
違
、
農
業
資
本
の
低
位
構
成
に
よ
り
同
量
の
資
本
が
生
み
だ
す
よ
り
多
く
の
剰
余
価
値
が
土
地
所
有
に
よ
っ
て
均
等
化
を
妨
げ
ら
れ
て
農
業
部
商
に
と
ど
ま
り
、
地
代
化
す
る
の
で
あ
る
@
資
本
構
成
の
部
門
間
相
違
に
基
づ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
工
業
の
超
過
利
潤
及
び
差
額
地
代
と
は
異
な
っ
て
当
該
部
門
の
全
経
営
に
一
様
に
生
ず
る
@
川
差
額
地
代
で
は
土
地
所
有
は
超
過
利
潤
の
形
成
に
も
市
場
価
格
の
成
立
に
も
無
関
係
で
あ
り
、
単
に
超
過
利
潤
の
地
代
へ
の
転
化
の
条
件
に
す
ぎ
ず
、
土
地
所
有
が
な
け
れ
ば
資
本
は
こ
の
超
過
利
潤
を
も
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
@
絶
対
地
代
の
場
合
に
は
、
土
地
所
有
が
な
け
れ
ば
地
代
相
当
部
分
は
こ
の
生
産
部
面
に
と
ど
ま
っ
て
自
立
的
形
態
を
と
る
こ
と
は
で
き
ず
、
競
争
に
よ
る
一
般
的
均
等
化
の
過
程
に
は
い
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
土
地
所
有
の
制
限
ゆ
え
に
農
産
物
価
格
は
絶
対
地
代
化
す
べ
き
価
値
超
過
分
を
含
む
、
生
産
価
格
を
越
え
る
価
格
(
価
値
)
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
絶
対
地
代
で
は
土
地
所
有
は
、
差
額
地
代
と
は
異
な
っ
て
、
土
地
生
産
物
の
市
場
価
格
(
価
値
〉
形
成
の
規
定
的
契
機
と
な
っ
て
い
る。
以
上
要
す
る
に
、
超
過
利
鴻
・
差
額
地
代
は
同
一
部
門
内
の
諸
資
本
の
生
産
力
の
相
違
に
も
と
づ
い
て
、
競
争
に
よ
っ
て
同
種
商
品
の
一
傾
向
一
の
市
場
価
格
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
価
値
と
生
産
価
格
と
の
相
違
を
本
質
と
す
る
絶
対
地
代
の
場
合
に
は
価
値
が
生
産
価
格
に
引
き
戻
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
差
額
地
代
・
超
過
利
潤
と
右
の
よ
う
な
相
還
を
も
っ
絶
対
地
代
に
転
化
三
0
0
す
る
農
産
物
価
値
の
一
部
分
を
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
よ
ん
で
い
る
・
「
商
品
の
生
産
価
格
を
越
え
る
商
品
価
値
の
超
過
分
に
よ
っ
て
超
過
利
潤
が
生
ま
れ
、
こ
の
超
過
利
潤
は
地
代
に
転
化
さ
せ
ら
れ
て
地
代
と
し
て
利
潤
に
た
い
し
て
独
立
化
さ
れ
る
」
(
V
L
E
七
七
O
〉
、
「
農
業
生
産
物
の
価
値
が
そ
の
生
産
価
格
を
越
え
る
超
過
分
」
(
K
E
七
六
九
)
、
「
こ
の
絶
対
的
な
、
生
産
価
格
を
越
え
る
価
値
の
超
過
分
か
ら
生
ず
る
地
代
」
£
E
七
七
二
)
:
:
:
。
マ
ル
ク
ス
が
絶
対
地
代
化
す
る
農
産
物
価
値
の
一
部
分
、
価
値
と
生
産
価
格
と
の
差
額
を
「
超
過
利
潤
」
と
よ
ん
で
い
る
の
は
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
六
篇
に
お
い
て
は
こ
の
一
箇
所
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
「
価
値
の
超
過
分
」
、
「
生
産
価
格
を
越
え
る
超
過
分
」
な
ど
と
上
ん
で
い
る
Q
す
で
に
み
た
よ
う
に
超
過
利
潤
は
同
一
生
産
部
門
内
の
競
争
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
、
価
値
と
生
産
価
格
と
の
差
額
と
し
て
異
部
門
間
に
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
@
そ
れ
ゆ
え
差
額
地
代
と
工
業
の
超
過
利
潤
と
は
本
質
的
に
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
@
絶
対
地
代
は
資
本
構
成
の
部
門
間
相
違
に
基
づ
き
、
土
地
所
有
の
介
入
に
よ
っ
て
均
等
化
を
妨
げ
ら
れ
て
ひ
き
と
め
ら
れ
た
価
値
U
剰
余
価
値
の
超
過
分
で
あ
ろ
@
そ
れ
は
諸
資
本
の
部
門
内
競
争
と
は
関
わ
り
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
価
値
超
過
分
を
超
過
利
潤
と
よ
ぷ
の
は
厳
密
に
い
え
ば
正
し
く
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
@
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
超
過
利
潤
は
同
一
部
門
内
の
競
争
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
a
こ
の
超
過
利
溜
と
、
商
品
価
値
の
生
産
価
格
へ
の
転
化
を
免
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
「
超
過
利
潤
」
と
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
@
マ
ル
ク
ス
は
「
な
ぜ
農
業
生
産
物
の
価
値
は
、
や
は
り
そ
の
価
値
が
そ
の
費
用
価
格
(
生
産
価
格
の
意
味
l
l引
用
者
)
よ
り
も
高
い
他
の
諸
商
品
の
場
合
と
は
違
っ
て
、
諸
資
本
の
競
争
に
よ
っ
て
そ
の
費
用
価
格
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
な
い
の
か
」
と
自
問
し
て
い
う
、
「
そ
の
答
え
は
す
で
に
そ
の
問
い
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
@
な
ぜ
な
ら
、
前
提
に
よ
れ
ば
、
商
品
の
価
値
が
費
用
価
格
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
は
、
た
だ
、
諸
資
本
の
競
争
が
こ
の
均
等
化
を
ひ
き
起
こ
し
う
る
か
ぎ
り
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
均
等
化
が
行
な
わ
れ
う
る
の
は
、
た
だ
、
す
べ
て
の
生
産
条
件
が
資
本
自
身
の
創
造
物
で
あ
る
か
ま
た
は
資
本
に
と
っ
て
均
等
に
l
l自
然
力
と
し
て
|
|
自
由
に
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
で
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
@
土
地
の
場
合
は
そ
う
で
は
な
い
。
:
:
:
。
だ
か
ら
、
単
な
る
、
土
地
所
有
の
存
在
と
い
う
こ
と
が
、
前
述
の
間
い
に
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
」
(
百
E
二
四
二
)
土
地
所
有
は
資
本
主
義
的
生
産
に
お
い
て
は
「
派
生
的
な
も
の
」
(
百
E
一
四
九
〉
と
し
て
現
わ
れ
る
@
そ
れ
は
「
古
代
や
中
世
に
お
い
て
は
実
に
重
要
な
生
産
の
機
能
者
で
あ
っ
た
が
、
工
業
時
代
に
お
い
て
は
無
用
の
長
物
で
あ
る
」
(
百
E
一
四
九
)
。
資
本
の
側
か
ら
み
て
派
生
的
な
も
の
、
余
計
も
の
で
あ
る
土
地
所
有
は
価
値
・
剰
余
価
値
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
の
超
過
分
が
生
ず
る
源
泉
で
は
な
い
が
、
し
か
し
収
入
の
源
泉
で
あ
る
。
そ
れ
は
土
地
所
有
者
の
た
め
に
、
彼
の
所
有
下
の
土
地
が
生
産
条
件
と
し
て
は
い
る
生
産
部
面
に
お
い
て
、
資
本
家
が
搾
り
出
す
不
払
労
働
の
う
ち
の
一
定
部
分
の
「
取
得
を
可
能
に
す
る
権
原
で
あ
り
手
段
で
あ
る
。
こ
の
所
有
は
、
そ
の
他
の
資
本
主
義
的
生
産
部
商
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
の
「
超
過
利
潤
」
と
「
地
代
」
よ
う
な
過
程
(
総
剰
余
価
値
の
、
競
争
に
よ
る
、
各
部
門
へ
の
投
下
資
本
に
比
例
的
な
配
分
過
程
|
!
引
用
き
を
阻
止
し
て
、
こ
の
特
殊
な
生
産
部
留
で
生
み
出
さ
れ
た
剰
余
価
値
が
こ
ん
ど
は
資
本
家
と
土
地
所
有
者
と
の
あ
い
だ
で
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
そ
れ
自
身
の
生
産
部
面
に
引
き
止
め
て
お
く
手
段
で
あ
る
」
(
m
E
一ニ六
t
z一七〉
こ
の
よ
う
な
土
地
所
有
、
主
た
る
「
生
産
要
素
」
た
る
土
地
の
資
本
家
以
外
の
第
三
者
に
よ
る
独
占
的
所
有
と
い
う
、
特
殊
な
事
情
の
結
果
と
し
て
、
商
品
の
価
値
が
生
産
価
格
を
越
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
価
格
に
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
な
い
で
価
値
ど
う
り
に
売
ら
れ
、
平
均
利
潤
以
上
の
利
潤
率
を
結
果
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
そ
の
部
門
の
「
特
権
」
、
「
例
外
」
、
「
独
自
性
」
と
し
て
説
明
す
べ
き
だ
と
マ
ル
ク
ス
は
指
摘
し
て
い
る
〈
百
E
六四〉。
以
上
み
た
よ
う
に
、
絶
対
地
代
に
転
化
す
る
農
業
剰
余
価
値
の
一
部
分
、
価
値
と
生
産
価
格
と
の
差
額
が
「
超
過
利
潤
」
と
し
て
自
立
化
す
る
の
は
、
剰
余
価
値
の
配
分
機
構
か
ら
は
止
む
を
え
ざ
る
「
例
外
」
で
あ
り
、
こ
の
「
超
過
利
潤
」
は
農
業
U
土
地
生
産
部
門
に
特
権
的
に
生
ず
る
い
わ
ば
「
例
外
的
超
過
利
潤
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
@
超
過
利
潤
は
、
本
来
、
同
一
部
門
内
の
優
れ
た
生
産
諸
条
件
し
た
が
っ
て
例
外
的
に
高
い
生
産
力
を
有
す
る
資
本
の
下
に
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
と
個
別
的
価
(
値
個
別
的
生
産
価
格
)
と
の
差
と
し
て
生
ず
る
の
で
あ
り
、
例
外
的
に
高
い
生
産
力
を
も
っ
労
働
が
強
め
ら
れ
た
労
働
と
し
て
作
用
し
生
み
出
す
特
別
剰
余
価
値
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
@
し
た
が
っ
て
超
過
利
潤
は
同
一
部
門
内
の
競
争
に
よ
っ
て
成
三
O
一
立
教
経
済
学
研
究
三
七
巻
-
号
(
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)
三
O
二
立
す
る
範
鳴
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
特
殊
な
事
情
の
下
で
、
価
値
の
生
産
価
格
へ
の
・
利
潤
の
平
均
利
潤
へ
の
転
化
・
引
き
戻
し
を
免
が
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
「
超
過
利
潤
」
は
特
殊
な
「
例
外
」
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
@
本
質
的
内
容
を
異
に
す
る
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
も
の
が
と
も
に
「
超
過
利
潤
」
と
い
う
概
念
用
語
を
も
っ
て
よ
ば
れ
る
の
は
、
総
じ
て
剰
余
価
値
が
利
潤
と
し
て
現
わ
れ
、
競
争
に
よ
っ
て
平
均
利
潤
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
生
産
の
調
整
器
と
な
っ
て
い
る
よ
り
具
体
的
な
レ
ベ
ル
で
は
、
平
均
利
潤
を
越
え
る
剰
余
価
値
部
分
は
そ
の
出
自
が
ど
う
で
あ
れ
、
平
均
利
潤
を
超
え
る
利
潤
、
す
な
わ
ち
超
過
利
潤
と
し
て
現
わ
れ
る
ほ
か
は
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
超
過
利
潤
の
地
代
へ
の
転
化
」
と
い
う
場
合
に
、
こ
の
「
超
過
利
潤
」
な
る
語
は
う
え
に
み
た
よ
う
な
異
質
の
二
つ
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
絶
対
地
代
化
す
べ
き
価
値
超
過
分
を
「
超
過
利
潤
」
と
よ
ぶ
の
は
止
む
を
え
な
い
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
@
だ
が
や
は
り
そ
れ
は
超
過
利
潤
概
念
の
拡
大
で
あ
り
、
理
論
的
厳
密
さ
を
そ
こ
ね
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
